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最新テクノロジーによる社会の変革




IBM の基礎研究所は，世界に 13ヶ所あり，研究員は約 3 千名います。本部
はニューヨーク郊外の Watson 研究所で，IBM の創業者の名前が使われていま
す。米国のワトソン研究所，スイスのチューリッヒ，イスラエルのハイファ，
日本の東京，米国西海岸のアルマデン，中国の北京，インドのデリー，米国テ




ています。例えば，1964 年の世界初の汎用コンピュータ System/360，1970 年
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の関係データベース，1980 年の RISC などです。また，6 名の研究者がノー
ベル賞を受賞しました。これには，1986 年の走査型トンネル顕微鏡や 1987 年
の常温超電導などの業績が含まれます。1997 年には，チェスをするコンピュ













































2011 年 2 月 16 日，基礎研究所が 5 年がかりで開発したコグニティブ・シ
ステムの Watson が，クイズ番組『ジョパディ!』で，歴代チャンピオン二人
と対戦しました。『ジョパディ!』はアメリカで 50 年以上も続いている人気の
クイズ番組です。毎週月曜日から金曜日の夕方 30 分放映されています。6 種
















セントでした。Watson を開発し始めた 2006 年，できるだけ多くの問題に答
えさせても正答率は 14%，Watson が自信を持った問題だけに答えさせても
48% といったレベルでした。2007 年，2008 年，2009 年と少しずつ正答率は

















企業と事業検証を約 3 年間続け，2014 年 1 月に事業部を発足させました。ク












米国の Memorial Sloan-Kettering がんセンターでは，当初，150 万のがんの症
例と，42 種類あるがんの専門誌から 200 万ページを Watson に取り込みまし























きます。ただし，1 日に 5 編の論文を読める人でも，全てを読み切るのに，38











AI や IoT は，意思決定の支援にも活用されています。特に日本では，現場
のノウハウや専門家の知識をシステム化することに関心が高まっています。オ
































AI や IoT を農業に活用する事例も増えています。例えば，米国カリフォル















































































































図 21 脳型コンピュータは 1000 倍の省エネ
3) 脳型コンピュータ









チップには，ニューロンが 100 万個，シナプスが 2 億 5600 万個入っています。
消費電力は，通常の CPU の 700 分の 1 から 1000 分の 1 で，70 ミリワット
です。100 万ニューロンは，生物では，蜂の脳ほどです。猫は，蜂の脳を 100














月から，IBM Q Experience というプログラムを発表し，無料でクラウド上で公
開しています。現在，世界で 9 万人以上の人が，このプログラムを使って，







































（くせ・かずし 日本 IBM 株式会社 執行役員 最高技術責任者)
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